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研究報告 

（１）研究の背景・目的 

継続して医療的ケアを必要とする重症児が医療機関への転院や在宅移行する際、重症児

と家族が安心して療養生活を送るために多職種との連携の現状と課題に関する検討であ

る。 

（２）研究方法 

データ収集期間は 2016 年 4 月～2017 年 11 月。質的記述的研究の面接によるインタビ

ュー調査であり、研究参加者は赤十字病院の小児病棟看護係長 5 名であった。本研究は日

本赤十字豊田看護大学研究倫理審査委員会の承認を得て実施した(承認番号:2822）。

分析は、研究目的に沿って、研究参加者の語りにおける意味ある文脈についてコード

化し、サブカテゴリー、カテゴリーから統合分析を行った。 

（３）研究結果 

研究参加者は、男性 1 名・女性 4 名、平均年齢：45.4 歳、小児病棟経験平均月数：

15.8 ヶ月、インタビュー平均時間：52 分 0 秒。統合分析では、21 のコアカテゴリー、

54 のカテゴリーを抽出した。分析結果は、①病棟内で行われていること、②病棟外に向け

て行われていること、③他職種連携、④支援における困難感と課題、⑤きょうだいや家族

に対する子育て支援、に分類した。①は【在宅移行に向けた家族への医療的ケアの指導】

【個性や成長に合わせた根拠に基づく指導】【重症児の母親の思いの傾聴】【退院に向けた

計画的な準備】【退院前の外出・外泊の支援】、②は【病棟看護師による退院調整】【関連部

署による情報交換および研修】、③は【院内の他職種との連携】【院内の看護職との連携】

【院外の他職種との連携】【院外の看護職との連携】、④は【対象理解の困難さに起因する

課題】【医療職の連携に対する認識の未熟さに起因する課題】【支援に対する組織や社会の

態勢的な課題】、⑤は【必要時のきょうだい支援】【預かり入院やレスパイト入院および入



 

 

所の調整】【家族の要望や家庭環境を配慮した準備】【母親やきょうだいの生活を安定させ

る為の社会資源の模索】【家族の生活に配慮した治療方針調整の支援】【母親の思いに傾聴】

【重症児と暮らすきょうだいの複雑な思いに配慮できる母親への支援】であった。  

（４）考察・（５）結論 

現在の実践看護では、在宅移行支援への看護教育体制があり、退院を視野に入れ、多職

種連携のもと家族への医療的ケアの指導や外出・外泊での支援、重症児と母親への寄り添

う看護が行われていた。しかし、看護師が在宅療養がイメージできないことや家族の治療

方針受け入れへの苦悩及び小児在宅医療の態勢問題等の困難な課題がある中、看護師の奮

闘する姿勢があった。 
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